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１Ｂ２０ 

医療教育分野における教育シミュレータメーカと医療機器メーカ間の 

バリューチェーンに関する分析研究 

 
○岡田薫（東京農工大学），林田英樹（東京農工大学） 

 s223658s@st.go.tuat.ac.jp 

 
1. はじめに 

 わが国は、健康長寿社会の形成が重要な社会課題となっており、日本再興戦略において、医療分野の

研究開発の司令塔機能を備えた組織設立が盛り込まれ、2015 年には国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（AMED）を設立した。AMED 発足後も、医療機器の開発や産業創出に取り組んでいるものの、海外

の医療機器メーカやスタートアップのように十分なイノベーションが起きず、日本企業の医療機器メー

カは、海外に後れを取っている[1]。 

 日本の医療機器開発においては、特に工学側からのシーズ思考が強く、それにより開発された医療機

器が医療現場で受け入れられないことが多く、ニーズ調査の段階で医師や看護師の医療従事者からの課

題を解決するマーケットイン型の開発アプローチの重要性が指摘されている[2]。そのため、近年では、

医療機器メーカがオリジナルのシミュレータを開発したり、医療現場を再現したシミュレーション施設

を作り、医療従事者にトレーニングの場として提供するとともに、臨床現場のニーズ発掘の場として、

新しい医療機器開発に役立ていることがわかる[3][4]。 

 また、医療教育分野において、医療教育シミュレータは体系的に整備され、教育法として定着してき

ている[5]。このシミュレータによる医療教育は、臨床知識を持つ医療従事者が医療ミスを軽減させる

ための実践力を養うことや、チーム連携力の強化にも重要であり、開発段階から医療従事者が監修を行

っていることが見て取れる[6]。 

 

2.先行研究と本研究の位置づけ 

 このように、先行研究では、➀医療従事者と医療機器メーカ②医療従事者と教育シミュレータメーカ

における連携の重要性については述べられているが、③医療機器メーカと教育シミュレ―タメーカにお

ける連携に関する研究は十分報告されていない。これは、医療機器業界の世界市場規模が約 50 兆円に

対して、医療教育シミュレータの市場規模は、2500 億円程度であり、医療機器業界と比較するとニッチ

な市場で規模も小さく、情報が少ないことなどから、研究が十分になされていないことも原因の一つと

想定される。そこで本研究では、医療機器の研究開発や製品普及段階において、医療機器メーカと医療

教育シミュレータメーカの関係性について調査を実施した。 

 

2. 調査方法 

2.1. 分析対象企業の選定 

 まず、分析対象としては、長期の事業活動実績があり、グローバルに活動している医療シミュレータ

企業の中から、CAE、Laerdal Medical、京都科学、Surgical Science、Limbs & Things、Mentice、Gaumard 

Scientific、Intelligent Ultrasound、Simulab、VirtaMed の 10 社を選定した。各企業が、自社開発し

ている教育シミュレータの種類は、図 1 のように分類できる。 

 
図 1 医療教育シミュレータメーカのセグメント 
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2.2. 各社の分析方法 

 本稿では、医療機器メーカと教育シミュレータメーカのつながりを探索する手法として、web of 

science の助成金提供機関検索フィールドにて、各教育シミュレータ企業名を検索し、総論文数と、同

じ論文に助成金を出資している医療機器メーカの数をカウントした。また、全論文数に対して、医療機

器メーカと教育シミュレータメーカが両方助成している論文数の割合を算出した。複数の論文で重複し

ている医療機器メーカは、1 カウントとした。 

 

3. 調査結果 

3.1. 全体結果 

 10 社に関する調査結果を表 1 に示す。まず、論文の助成金機関に共同で医療機器メーカが含まれる割

合は、外科・インターベンション系の教育シミュレータメーカの方が看護や画像診断系の教育シミュレ

ータメーカと比較して、非常に高い傾向であることがわかった。また、共同で参画している企業には、

日系医療機器メーカはほとんどなく、海外医療機器メーカが盛んに参画していることが見て取れる。こ

れは、日本の医療機器メーカは、看護や画像診断関連の企業は多くあるが、外科系の医療機器メーカが

少ないことが関係していると考えらえる。また、Laerdal Medical 社の論文数が突出して多い要因とし

て、Laerdal が独立慈善団体 Laerdal Foundation を設立していることや、救命救急のシミュレータにお

いて複数の自動体外式除細動器の医療機器メーカと長期におけるパートナーシップを築いていること、

が考えられる。 

 本研究においては、助成金機関に共同で医療機器メーカが含まれる論文割合が高い外科系教育シミュ

レータメーカに着目し、Surgical Science 社と Mentice 社について、IR 資料や HP 情報等を参照に現在

までの経営戦略と、医療機器メーカとの共同研究や共同開発の推移についてさらに調査した。 

 

表 1 各医療教育シミュレータメーカの分析結果 
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助成金機関検索 
による論文数 3 6 3 124 5 5 23 7 15 8 

助成金機関に共同で 
医療機器メーカが含まれる 

論文割合[%] 
0% 0% 33% 47% 20% 40% 39% 86% 86% 100% 

助成金機関に記載の 
医療機器メーカ総数 0 0 1 24 1 5 4 6 26 36 

日本の医療機器メーカ数 0 0 1 1 0 1 0 0 1 2 
海外の医療機器メーカ数 0 0 0 23 1 4 4 6 25 34 

 

3.2. Surgical Science社の事例調査と考察 

 Surgical Science 社は 1999 年に創業したベンチャー企業で、2017 年に上場をして、ロボット手術企

業関連 2 社と協業を開始した。その後、2019 年に Sense Graphics 社、2021 年に Mimic Technologies

社と Simbionix 社を買収することで急成長し、現在では腹腔鏡や手術支援ロボットシミュレータで首位

のメーカとなっている[7]。Mimic 社や Simbionix 社も共に、論文の助成金機関から調査すると、多くの

医療機器メーカと共同で助成金を出しており、医療機器メーカとの関係性が見て取れる。また、論文の

内容の多くは、シミュレータを用いた教育プログラム作成と効果検証である。このことから、新しい手

技を広めるための教育プログラム作成の時点から、医療従事者、医療機器メーカと提携することで、教

育シミュレータの地位の主導権を握ることが重要とみられる。  
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 また、Da Vinci を代表とする手術支援ロボットは、使用にあたって操作に熟練したスキルを必要とす

ることが知られており、そのために Intuitive Surgical 社は、体系的なトレーニングプログラムを作

成している。このトレーニングの一つとして、教育シミュレータの活用があり、2003 年から Mimic 

Technologies 社は Intuitive Surgical 社と VR シミュレータを共同開発し、2007 年に商品を市場に出

している[8][9]。このように、高度な医療機器を世の中に広めるためには、医療機器メーカは、教育ト

レーニングを普及させる必要があり、シミュレータ技術を有する医療教育メーカと手を組んで、トレー

ニングツールの開発を加速させることが重要と考えられる。 

 また、近年では、手術支援ロボット等の高度な医療機器を適正に使用し患者の安全を確保する目的で、

新医療機器の審査における承認条件として、機器使用者に所定のトレーニング・講習会の受講が求めら

れる場合がある[10]。そのため、各医療機器メーカは、高度な医療機器メーカの開発と共にトレーニン

グシステムの開発費・販管費を想定しなければいけなく、負荷が増加している。特にロボット手術の場

合、シミュレ―タも高度な技術開発が必要となる。このような医療機器メーカ側の課題を解決するため

に、Surgical Science 社は、医療機器メーカの要求を満たすカスタム開発を率先して実施し、医療機器

メーカの負荷を減らし、かつ安価なトレーニングシュミレータを提供している。 

 このように、Surgical Science 社は医療機器メーカとの協業を進めることで、自社の技術力やマーケ

ティング力を向上させつつ、シミュレータメーカの地位を確固たるものにする。その結果、さらに新し

い医療機器メーカや医療従事者顧客の習得にもつながる循環を生み出していると考えられる。 

 また、本企業は、医療機器メーカとの協業に力を入れていることは、売上情報からも見て取れる。2022

年度決算情報において、売上の約 37％が、医療機器メーカからのシミュレータやソフトウェア開発費や

ライセンス収入である。このように、病院向けへのシミュレータ販売モデル単体だけでなく、各医療機

器メーカと協業し、個々にカスタマイズ対応することで、医療機器メーカから収益を上げるビジネスモ

デルを構築している。 

 

3.3. Mentice 社の事例調査と考察 

 Mentice 社は、1999 年に画像誘導下インターベンション用シミュレータの企業として創業し、1999 年

に 2019 年に NASDAQ に上場した[11]。 

 論文の助成金機関情報によると 2010 年前後から、複数の医療機器メーカと共同で論文発表者に助成

金を出資しており、2010 年後半には複数の医療機器メーカ（Philips 社や Siemens Healthcare 社）の

血管撮影装置に Mentice 社のシミュレータシステムを統合し、商品化している。これにより、医療従事

者は、実際の自分の病院の手術室をすぐにトレーニング室に変換することができ、かつ実手術時と差異

のない最良環境のトレーニングが可能となる。また、トレーニング時のデータとして、Mentice 社シミ

ュレーションソフトの豊富な症例ライブラリ以外に、実際の MRI や CT の患者症例データをインポート

して、症例トレーニングやリハサールを実施することが可能となる。このように、血管撮影装置単体の

性能だけでなく、使用者のトレーニング環境においても他社と差別化を図ることで、病院側に選んでも

らえる機能を、医療機器メーカは、教育シミュレータメーカと組むことで実現している。 

 また、血管内治療ソリューションを提供する医療機器メーカ Cordis 社は、より解剖学的特徴をとら

えている精密な血管内フローモデルを Mentice 社から提供を受けることで、今までの簡易的なシミュレ

ータと比較し、新製品の研究開発時における顧客価値検証が進んでいる。また、さまざまな臨床例に適

応させることで、新商品のシナリオを描きやすくなっている。また、医療従事者だけでなく、営業、マ

ーケティング部門の社内営業トレーニングにも活用できると述べられている [11]。 

 本企業の 2022 年の売上高の約 74％が医療機器メーカ向けビジネスであり、医療機器メーカとのつな

がりが強いことが確認できる。 

 

4. 考察 

 医療機器メーカ、教育シミュレータメーカ、医療従事者の 3 者間の関係性を図 2 にまとめた。医療機

器メーカにとっては、教育シミュレータメーカと提携することで、新しい機器や手技を安全に導入する

ための機器開発と導入コストを削減し、同時に医師からの信頼性を高められると考えられる。その結果、

医療従事者の機器への熟練度が上がり、最終的に患者へのリスクを最小限に抑えることができる。 

 外科系に関する教育シミュレータは、特に高度化・複雑化が進み、製品を導入するにあたって事前の

教育シミュレータの利用の重要性が高まっている。そのため外科系に関しては、医療機器メーカも教育

シミュレータメーカと手技の普及や医療事故の減少のために協業を進めるメリットが大きいと思われ
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る。逆に、看護、救命救急、画像診断系のシミュレータにおいては、AI を含めた技術進歩に伴い診断や

操作の簡便化が進んでおり、医療機器メーカにとってシミュレータメーカと協業するメリットが少ない

と考えられる。そのため、表 1 に示したように看護、救命救急、画像診断系シミュレータメーカと医療

機器メーカとの共同で助成金を出資している率が低いと考えられる。 

 

 
図 2 3 者間の関係性 

 

5. まとめ 

 本稿では、論文の助成金機関情報から、医療教育シミュレータメーカと医療機器メーカ間のバリュー

チェーンについて分析した。結果として、看護や画像診断の医療教育と比較して、外科系の教育シミュ

レータメーカは、医療機器メーカとの提携を積極的に行っている傾向が見られた。また、教育プログラ

ム作成の段階から、医療従事者-医療機器メーカ-教育シミュレータメーカの 3 者間の提携が重要である

ことが示唆された。 

 外科系医療機器メーカは、教育シミュレータメーカと提携することで、高度な医療機器に対するトレ

ーニングソリューションの導入コストを削減できるとともに、医療従事者に安心して高度医療機器ソリ

ューションとトレーニングプログラムをセットで提供できるようになる。また、教育シミュレータメー

カは、医療機器メーカとの提携により自社の技術力やシェアを高めることができ、かつ、シミュレータ

売りだけでなく医療機器メーカからのライセンス収入というビジネスモデルを上手く構築できること

が分かった。 
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